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佐事研だより 
佐賀県公立小中学校事務研究会 

                               編集発行人 小川 洋起 
 
 

会員各位 
 
会員の皆様、いかがお過ごしでしょうか。この４９号が皆様のお手元に届く頃には卒業式や卒業

式準備等の真っ最中ではないでしょうか。本年度の佐事研だよりも、この４９号をもって最後とな

ります。１年間のご愛読ありがとうございました。 
 
 

平成１８年度 第３回理事研修会について（要約） 
 
 
平成１９年１月２６日佐賀市のアバンセで第３回理事研修会が開催されました。 

 
１） 会長挨拶＆事務局員の追加委嘱について 
 
小川会長より挨拶の中で、秋の佐事研大会が成功裡に終わったこと、佐事研と県教委の間で共同

実施を含め事務改善についての話し合いが行われていることが報告されました。また、生方美代さ

ん（東与賀中）が新しく事務局員として委嘱されました。 
 
 
２） 第２１回研究大会の反省 
 
参加者数について・・・ 会員の参加のほかに、保護者・一般等の多数の参加があったこと、事前

の情宣活動（ＰＴＡへのはたらきかけ、新聞報道）が効果的だったこと等

の報告がありました。 
運営に関して  ・・・ 駐車場が狭く不便だったことや、美術館の座席が狭いなどの意見もあり、

会場はやはりアバンセがよいとのことでした。 
校長会アンケート・・・ 結果について会員から様々な意見が寄せられました。アンケートをとっ

ただけではなく、この結果を今後の活動にどう活かすのかが大事であると

まとめられました。 
イチャモン講演・・・  肯定的な意見や感想ばかりでした。秋の大会の成功はこの講演のおかげ

といってよいほどの好評価でした。 
シンポジウム ・・・  これもマイナスの評価はありませんでした。社会的な教育課題と学校事

務職員の関わりといった点で、今後の参考になるシンポジウムでした。 
 
 
３） 第２１回大会後の各専門部の活動報告・今後の計画等 

 
各専門部より最近の活動について報告がありました。また、事務局から予算の執行状況について

報告があり、次回理事会で更正予算案を提案・審議することになりました。 
 
４） 直近の情勢報告 
 
前回までの理事研修会の確認事項として下記のことが報告されました。 
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「佐事研が長年にわたり要望し続けてきた事務改革の具体的事項（たとえば共同実施の推進、職務

標準の改訂、研修体制の整備など）について、県教委教職員課が主体的に『担当者の私的な意向で

はなく』取り組む姿勢であること。」 
 
「今後の佐事研の具体案は、研究部ビジョン班で素案を作成し、常任理事会・理事会の論議を経

て県教委に提案していくこと」「ただし、佐事研は問題提起をしてきた当事者として『参考意見』

を求められているが、あくまで事務改革推進の主体者は教職員課であり、佐事研の要望が必ずすべ

て実現すると約束されているわけではないこと」などを理事会で再確認し、これまでの経過や今後

の展望等について、各地区理事から会員に報告をすると同時に、常任理事会で説明資料を作成する

ことになりました。 
 
 

５） 今後の計画等について 
 
第２２回大会は、平成１９年５月２５日（金曜日）、アバンセで開催の予定です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ○ メンバー 
                                                 

武雄中 ２名（事務長、主事）、朝日小 １名（事務長）、橘 小 １名（主査） 
    武雄小 １名（事務長）、御船が丘小【拠点校】 ２名（事務長、副主査） 計 ７名 
    （拠点校に加配の事務職員配置。加配の事務職員のみに兼務辞令発令） 
 

） 

 ○ 共同実施で取り組んできたこと 
 

・ 月２回程度、武雄中学校区内事務職員で研究会の開催 
・ 県費給与、旅費事務に係る情報交換と報告書の相互チェック 
・ 職員の服務に係る諸帳簿の相互チェック 
・ 事務の効率的な処理をするための研修 

    
 また、校区内の共同実施ではありませんが、武雄市内全体の取り組みとして、月１回程度の市事

務担当者研修会を開催しています。この研修会では、市教育委員会担当者を交え、就学援助事務や

予算に係わる改善に取り組んでいます。今後も、備品台帳の整備や、引き続き予算編成、就学援助

事務の研究を市教委と共に進めていこうとしています。 
 

他地区では、それぞれ事務の共同実施の取り組み方に工夫や斬新な考えのもと、大きな成果を上

げておられるようですが、当地区においては、共同実施に対する個々の事務職員の考え方の違いを

どう調整して、共同実施をより効果的に教育活動の支援に結びつけていくかが今後の課題です。 
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　伊万里市の場合は、各学校が機能的には従来どおりの自己完遂型で、定期的に連絡会.研修会等を
設け、共通の課題等につき意見交換、研修等を行うことで事務の連携を図っている。
　組織としては、伊万里市事務職員会（定例事務職員会（市学校教育課主催）の午後　年間３回）
と市教研事務部会（伊万里市教育研究会に所属　年間4回）がある。
　また、何らかの共通理解したい事案、課題等に直面した場合は、事務職員会の会長が窓口となり、
事務職員間.関係機関との連絡.調整.折衝にあたっている。

伊万里市事務職員会組織 市教研事務部会 事務職員経験年数

　会　長 1 名 　部　長（校長） 1 名 　１年～５年 4 名

　副会長 1 名 　副部長（教頭 1 名 　５年～10年 1 名

　地区代表 4 名 　推進委員 1 名 　10年～15年 3 名

　市教研推進委員 4 名 　会　員 23 名 　15年～20年 6 名

　県事研理事 1 名 　20年～25年 3 名

　県事研研修部 1 名 　25年～30年 2 名

　県事研調査広報部 1 名 　30年～ 4 名

　合　計 23 名

伊万里市小中学校の構成

　西部地区（７名） 二里小　東山代小　滝野小中　山代東小　山代西小　国見中　山代中 

　中部地区（７名）　 伊万里小　牧島小　大川内小　大坪小　立花小　伊万里中　啓成中 

　北部地区（４名）　 黒川小　波多津小　波多津東小　青嶺中 

　東部地区（５名） 南波多小　松浦小　大川小　南波多中　東陵中 ※地区別.事務職員配置　合計23名

平成17年度 伊万里市小中事務職員の研修等

月別 定例研修 研修、情報交換等の内容

4月 研修連絡会 研修についての協議

5月 市教研事務部会 市教研テーマ設定、研修計画　テーマ「学校事務の開拓と充実」

6月

7月 研修連絡会 市履歴書差替え整理　県事務監査報告　その他

8月 市教研事務部会 住居手当関係（ﾏﾝｽﾘｰ ﾏﾝｼｮﾝ取扱い等)　非常勤講師関係（複数校勤務等）旅費関係（航空機利用等）

9月 研修連絡会 就学援助費等の口座振替取扱いについて

10月 市教研事務部会 旅費関係（日額旅費,赴任旅費）単身赴任手当関係　扶養手当関係　育業者の特昇　失業者の退職手当

11月 研修連絡会 年末調整関係（相互点検及び問題点の協議）

12月 市教研大会

1月 市教研事務部会 反省　まとめ

2月 研修連絡会 予算関係（市費.旅費調整中心に）　異動等に伴う事務処理について

 伊万里市の共同実施について

 
 
 
 
 

） 
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鹿 島 市 の 共 同 実 施 
鹿島市立北鹿島小学校 

                                      森  健二 

鹿島市では、平成１８年度より市内全９校（小学校７校、中学校２校）による共同実施を行って

います。研究会は月２回～４回のペースで開催し、研究・実践を行っています。毎回市教委からも

１，２名が出席し、市費予算の効率的な執行、事務処理の効率化等について、活発な情報や意見の

交換、さらに共同作業なども行える場になっています。 

私は今年度管外から転入し、鹿島市の財務事務は初めてでしたが、共同実施の中で「市費事務マ

ニュアル」の作成を担当することになり、作成作業をとおして事務処理について学ぶことができま

した。市教委との会議をとおして、昨年までの状況がつぶさに勉強できるし、疑問点も直接協議で

きたので、転任したばかりの私としては非常に心強いものでした。 

鹿島市（藤津地区）では以前から、予算要求の共同作業、備品の共同購入、諸帳簿の審査、事例

研究等協力体制が整っており、経験年数の少ない者に対する事務支援も積極的に行われていたとい

う土壌がありました。実質的な共同実施はすでに行っていたといえます。今回共同実施を行うこと

により兼務辞令をもらい、法的根拠のもと組織的な研究・研修ができるようになったことで、市教

委・校長会との連携もより密接にできるようになったのではないでしょうか。 

 共同実施の組織は、平成１８年度については下記のとおりです。平成１９年度は組織再編成を検

討中･･･。 

 
 

１．学校事務共同実施協議会 

 市教委   連絡・協議   鹿島市学校事務共同実施研究会         市内校長会 

                                                     指導・助言/報告 

        担当者が毎回参加 

 

２．研究会（月２回～４回のペースで開催） 

西部中      拠点校（鹿島市学校事務共同実施研究会の統括） 

       

鹿島小      市内学校事務職員代表（市費全般に係る学校事務の計画・立案、市教委・各校・業者との連絡・調整 

浜小       学校事務共同実施事務局（鹿島市学校事務共同実施研究会の計画・運営）  

能古見小 

古枝小      研究・研修は全体で行う。資料については、必要に応じてそれぞれが提出する。 

七浦小 

明倫小 

北鹿島小     作業グループ（共同で出来る作業などを一括処理、資料収集・マニュアル作成などの作業） 

 

東部中      学校事務共同実施協議会会長（鹿島市学校事務共同実施協議会、研究会の統括） 

         （市内校長会長）    
 
 
 
 
※平成１８年度の「佐事研だより」４５号～４９号まで無事発行することができました。これも一

重に会員の皆様のお陰と感謝いたしております。一年間のご愛読、誠にありがとうございました。 
佐事研調査広報部一同 

） 


